
新潟市土木工事共通仕様書等一部改定の概要 
 
 
○適用時期：令和６年４月１日以降 
  
 
＜以下、改定内容＞ 
 
【土木工事標準仕様書 その１】 
 

１．諸法令、諸基準の改定に伴うもの 
・建設副産物に関する記述の追記、文言修正（1-1-1-21） 

・法令の改正年月の更新等 

・遵守する法令を追記（1-1-1-41「諸法令の遵守」） 

・石綿使用の有無に関する記述を追加（石綿障害予防規則の改正による）（1-1-1-51「石綿使用の有無」） 

・適用すべき諸基準を追記（3-1-2「適用すべき書基準」） 

 

２．特記仕様書の見直しに伴うもの（特記仕様書から編入） 
・土木工事設計図書の照査ガイドラインに関する記述を追加（1-1-1-3「設計図書の照査等」） 

・工事一時中止に係るガイドラインに関する記述を追加（1-1-1-16「工事の一時中止」） 

・土木工事設計変更ガイドラインに関する記述を追加（1-1-1-17「設計図書の変更」） 

・河川・砂防工事における環境配慮に関する記述を追加（1-1-1-37「環境対策」） 

・道路施設台帳の作成に関する記述を追加（1-1-1-52「道路施設台帳の作成」） 

・再生クラッシャラン等に関する記述を追加（2-2-2-7「再生クラッシャラン、アスファルト 

再生クラッシャラン」他） 

・河川護岸用吸出防止材に関する記述を追加（4-1-7-2「材料」他） 

  

３．記載内容の見直し 
・施工体制台帳の記載内容に関する文言を追加（1-1-1-12「施工体制台帳及び施工体系図」） 

・再生資源利用（促進）計画書の作成対象工事に関する記述の文言の修正（1-1-1-21「建設副産物」） 

・掲示板の記載適用要領を追記（1-1-1-30「施工管理」） 

・アスファルト舗装工に関する記述の文言を追加（3-1-6-7「アスファルト舗装工」） 

・耳芝に関する図の表記を修正（3-1-14-2「植生工」） 

・覆工コンクリート工に関する記述の文言を追加（8-6-5-3「覆工コンクリート工」） 

・超音波探傷試験の検査技術者に関する記述の文言を修正（8-14-24-5「RC橋脚鋼板巻立て工」） 

・消雪パイプさく井工のスライムを提出から提示に改定（8-15-4-2「掘さく工」） 

 

４．その他 
・誤植の訂正 

・文言の統一（監督員（←監督職員）、クラッシャラン（←クラッシャーラン）） 

 

 

【土木工事標準仕様書 その２ （出来形管理基準及び規格値）】 
・根固めブロック工、消波ブロック工の測定項目に関する但し書きを追加（港湾工事出来形管理基準を 

適用可とした）（3-1-3-17「根固めブロック工」他） 

・消雪パイプポンプ室の測定項目に関する但し書きを追加（プレキャスト製品の場合は不要とした） 

（8-15-5-2「ポンプ室」） 

・測定箇所の図を追加、修正 

・誤植の訂正 

 

 

 

 

 

別紙 



【土木工事標準仕様書 その２ （品質管理基準及び規格値）】 
・セメントコンクリート材料（JISマーク表示品以外の場合）の試験項目を追加 

・セメントコンクリート施工（テストハンマーによる強度推定調査）の試験頻度を追加 

・アスファルト舗装工現場（温度測定（初転圧前））但し書きを追加 

・覆工コンクリート施工後試験（テストハンマーによる強度推定調査）の試験頻度を改定 

・誤植の訂正 

 

【土木工事標準仕様書 その２ （写真管理基準（案））】 
・写真撮影省略の対象を追加 

・「着手前・完成」写真の提出媒体の修正 

・誤植の訂正 

 

【土木工事標準仕様書 その３ （土木工事監督技術基準）】 
・ブロック工の段階確認項目を追加 

 

【土木工事標準仕様書 その３ （監督技術基準・施工管理 関係資料）】 
・道路施設台帳の作成に関する資料を新規追加 

 


